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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
塚 越  真 梨 子  印 
 
（学位論文のタイトル） 
Overexpression of karyopherin-α2 in cholangiocarcinoma correlates with poor prognosis and gemcitabine 
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細胞質-核輸送に関わることが示された。KPNA2を治療標的とすることでMRN複合体を介したDNA修復を制御し、ゲ
ムシタビン感受性を高められる可能性があり、今後治療標的としても重要と考えられた。 
【結語】胆管癌においてはKPNA2発現が亢進しており、その結果として分裂活性増大、抗癌剤感受性低下などの
広範ながんの生物学的特性発現に関与している。胆管癌におけるKPNA2発現は予後不良およびGEM感受性を予測す
る有望なマーカーになり得ると考えられ、今後KPNA2発現制御が新たな治療戦略になる可能性がある。
